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普段は、この種の本には手を出さないが、ドイツには少し興味があったので読んでみる

ことにした。 
著者は、ドイツ・シュトゥットガルト在住 30 年、3 児の母で、拓殖大学日本文化研究所

客員教授でもある。 
ドイツと言えば、その勤勉性が日本に近く、工業製品のライバルでもあるため、多少興

味をもっていた。本書は、著者によるドイツと日本の比較論だ。 
 
目次を見てみると 
 
まえがき 
第1章 日本尖閣諸島、ドイツのアルザス地方 
第2章 日本のフクシマ、ドイツの脱原発 
第3章 休暇がストレスのドイツ人、有給をとらない日本人 
第4章 ホームレスが岩波新書を読む日本、チャンスは二度だけのドイツ 
第5章 不便を愛するドイツ、サービス大国の日本 
終章  EU のドイツはアジアの日本の反面教師 
あとがき 
 
 これでは、項目が 5 つしかない。8 勝 2 敗とは、10 項目の比較と思われる。裏表紙を

見ると、10 項目が表示されていた。 
① 大学進学のチャンスは 2 回だけ 
② 小学 5 年生で人生が決まるドイツ 
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③ 日本の義務教育はドイツに完勝 
④ ドイツ人だけが放射能パニック？ 
⑤ 車内は 60 度――技術大国の大嘘 
⑥ サービスが皆無のドイツ鉄道で 
⑦ 便利を目の敵にするドイツ人 
⑧ なぜドイツだけが憎まれるのか 
⑨ 休暇がストレスのドイツ人 
⑩ 短時間労働＋高給でも不満な理由 

 
とあるので、これらの比較だろうか？ よく読むと何処にも 8 勝 2 敗という比較は出て

こない。表題の主旨は、日独を色々比較してみたが良いところも悪いところもあり、日

本人が手本としているドイツには何が 8 勝で、何が 2 敗かについては記述がないが、で

も圧勝しているよという程度の意味のようだ。 
 

1978 年、30 代の前半、仕事でドイツに立ち寄ったことがあるが、長期滞在ではなかったものの、

ドイツ人の心の底にはアジア人蔑視の意識があるようで、言い知れない苛立ちと口惜しさを感じ

たものだ。総じて、欧米人がアジアに対する「公正」や「公平」を気取ろうとするときは、欧米の優越が

まだ事実上確保されていた時期だったのだろう。 

最近でも、気にくわないナショナリストが当該国のトップに立つと、攻撃を加えるのも欧米マスコミの

癖である。安倍首相を「危険なナショナリスト」、「靖国参拝に失望」と酷評した欧米ジャーナリズムが立

脚するのは、要するに左翼リベラリズムの延長にある「グローバリズム」なのだろう。 

欧米人は、「日本人は優越感を持っている」とよく中傷するが、実は日本人は外国語が喋れなくても欧米

人に劣等感など持っていないからである。 

 
 いくつか、面白かったところ挙げてみよう。 
 
再生可能エネルギー（太陽光発電） 
日本より12年早く2000年に再生可能エネルギーの固定価格買い取り制度を導入した「再

生可能エネルギー先進国」ドイツ。 
「家庭の月当たりの電気代の負担はコーヒー一杯で済む」という触れ込みで始まったが、

ドイツ国民は今、深刻な電気代の高騰に苦しんでいる。日本と同様に、電力会社の買い取

り価格は参入業者が利益を多く稼げるように設定されており、消費者は電気代の負担が

年々膨らむ一方だ。ドイツでは、1 ヵ月の電気代は約 1 万 1 千円。3 年前より約 4200 円も

値上がりしているという。 
太陽光パネルのドイツの大手メーカー「Q セルズ」を国策として育てようと政府は画策

したが、安い中国製品に国内市場を奪われ、2012 年に経営破綻に追い込まれた。 
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ドイツの電気代は、ヨーロッパの中でもとりわけ高い。家庭用も大型消費用もフランス

のほぼ２倍だという。なぜ、高いかというと、税金が高いこともあるが、再生可能エネル

ギーに支払われている助成金が大きな理由である。 
ドイツでは、1991 年に出来た再生エネルギー買い取り法に基づいて、再生可能エネルギ

ーで発電された電気は、20 年にわたって全量買い取りが保障されている。 
この固定価格買い取り制度が導入された当時は、画期的な自然保護システムと賞賛を浴

びた。 
ただ、この制度には重大な欠点があり、買い取り価格は市場価格より高くなる。その差

額分はそっくり電気代に乗せられ、消費者が負担すると仕組みであった。・・・。 
 
再生可能エネルギー（風力発電） 
すでに原発モラトリアムが始まって以来、フランクフルトなどの産業だけでなく、世界

でも有名な金融の街は、ケルンの火力発電所から電力の供給を受けている。もし、停電と

いう事態に陥れば、ドイツの都市は壊滅状態になると大手電力会社は警告したが、国民は

「ただの脅しだ」と思ったらしい。ところが連邦ネットワーク庁までもが同じことを言い

だしたため、国民の中でも不安が膨らんだという。しかし、足りなくなれば、近隣諸国、

とくに原発で電気を作っているフランスから買えばよいという安易な考えだったようだ。 
さて、ドイツで活用されている再生可能エネルギーの中で、最も期待されているのが風

力発電だ。ドイツは「太陽が余り照らない代わりに風が吹く」ので、太陽光発電よりも風

力発電の方が辻褄が合っており、助成金も太陽光発電ほど多くかからない。発電量も多い

ので将来的にはほぼ採算がとれるところまで行くだろうという。 
一方、太陽光発電が採算の合うところまで行くことは永久にないと言われており、それ

でもソーラーパネルはどんどん増えているという。 
陸の風力発電は良いが、大規模なものは洋上しかない。ところが、洋上の方はなかなか

進まないという。風車と言ってもその規模は巨大で、北海もバルト海も波が荒いため、作

業員の 1/3 が船酔いで使い物にならないという。さらに、第二次大戦中イギリス空軍が燃料

節約のため、余った爆弾を北海に落として帰還したため、掘削を前に不発弾の探知をし、

見つけて引き上げるのに手間がかかるという。 
その上、洋上発電は、環境問題も大きな障害となっている。そこに棲息する小さなクジ

ラの種を保護するため、掘削の騒音が制限されたり、水泡のカーテンによる保護壁を設置

したりすることも義務付けられている。せっかく、計画を立てても、その水域が水鳥の生

息地であることが判り、すべてご破算になった例もあるという。 
しかも、高速で回る風車は見えにくいため、鳥が飛びこむ危険は高いし、特に渡り鳥は、

天候が悪い時には光に向かって飛ぶという習性があり、霧にかすむ風車の点滅光のせいで

大量死が起こる可能性さえある。その他、環境保護団体の抗議もあり、対策がなかなか難

しいという。 
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洋上風力発電の最大の障害は、景観を損ねないために、風車を岸から見えないところに

建てようとしており、遙か彼方で作った電気を海底ケーブルで長距離にわたって運ぶため

には、交流を巨大なコンバーターによって高圧の直流に変換しなければならない。これを

遠い洋上で行うのは、技術的に困難でコストも高い。実用化の目途はついていないという。 
いずれにしても、ドイツの脱原発という壮大なプロジェクトは難航している。タイムリ

ミットは 2022 年。再生可能エネルギーで生産した電気を、2020 年までに発電量全体の 35％
に、2050 年には 50％にするというのが最終目標だ。2012 年の達成率は 25％だ。しかも、

原発はまだ半分以上は動いているのである。 
しかし、どんなに道は険しくとも、今のところドイツで原発再稼働は考えられないだろ

うという。ドイツは脱原発に向かって果敢な努力を続けている。日本も様々な可能性を視

野に入れて、安全で採算の取れるエネルギー政策を模索しているのが現状である。・・・。 
 

もともと不可能な日本の「原発ゼロ」議論の破綻が現実のものとして突き付けられた。IPCC（国

連気候変動政府間パネル）の 2007 年の第 4 次報告書の 6 年ぶりの改定となる第 5 次報告書、第 2

作業部会の報告書が 2014 年 3 月 31 日に公表された。このまま地球温暖化が続けば地球が「地獄の星」と

化す方向が明白になったからだ。化石燃料をどんどん燃やしている日本は、温暖化阻止に向けて喫緊の対

応が求められている。温暖化対策に現在対応可能なクリーン・エネルギーは原子力しかない。遅々として

進まない再稼働に政府決断で弾みをつけるときが到来した。IPCC の報告書に民間学者などの予想を加え

ると、具体的な地獄の様相が鮮明になる。・・・ 

また、2 月 26 日、ドイツで衝撃的なレポートが発表された。EFI『ドイツ政府によって作られた 6 人の

専門家からなる調査グループ（研究・革新専門委員会）』のレポートである。ここでの結論は、「再生可能

エネルギー法は電気代を高騰させるのみで、気候変動の防止も、技術革新も促進しない」と結論付けてい

る。IPCC の報告と合わせて、ドイツの脱原発はどうなるのだろうか？ 

 
ストレス増やす EU からの労働者 
2011 年 5 月、ドイツの労働市場に、ドイツ人のストレスを更に増やす事情が加わった。

2004 年に EU に新しく加盟した 10 か国の国民すべてに、EU の市場が開放された。 
これらの国の人々は、EU で働くために、入力ビザはもちろん、滞在ビザも労働ビザも何

もいらない。就職も職業訓練のポストに就くのも、チャンスはドイツ人と同じである。 
ドイツが一番恐れているのは、単純労働者が大量に流入して、最低賃金を押し下げるこ

とだ。そして、賃金崩壊に伴う失業の増加だ。つまり、より安い賃金で働く人たちがいれ

ば、いままでその職に携わってきた労働者に残された道は、自分たちも安い賃金で働くか、

失業するかのどちらかしかない。失業者の増加は社会保障費を圧迫するので、国民経済か

ら見ればマイナスである。 
ドイツと日本は、戦後何もないところから世界有数の経済大国にのし上がった点は良く

似ているが、その過程に決定的な違いがあった。 
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日本はワーカホリックなどと悪口を言われながら、自分たちで必死に働いて奇跡の復興

を成し遂げたのに比べて、ドイツは人手不足が始まった早い段階で外国人労働者を導入し

た点である。この時ドイツに入ってきた労働者は、技術を持たない単純労働者だった。し

かも、最も貧しい地域から労働者が導入された。ドイツ語は勿論、母国語さえまともに読

めない人達が多かった。こうして、1970 年代には出稼ぎ労働者の数は 300 万人に迫った。 
折しもその時代にドイツの経済成長は止まり、失業者が溢れた。職が無くなれば帰るだ

ろうとドイツ人たちが思っていた外国人労働者は、自国に帰ろうとはしなかった。結局、

社会保障費を補填してくれるはずだった外国人労働者たちは、それを食いつぶす存在にな

った。 
日本では、安い労働力として使える外国人がいなかったからこそ、どんな仕事でも日本

人が行うしかなかった。石油ショック後、ドイツ企業が設備投資をせずに、安い賃金でも

働いてくれる字の読めない外国人をベルトコンベアに張り付けて、延々と非人間的な仕事

をさせていた頃、日本では単純作業をいかに知的な責任のある任務に変えようかという努

力がなされたため、労働効率は飛躍的に伸び、そのノウハウは後年、「カイゼン（改善）」

という言葉と共に世界に広がっていった。 
ドイツの介護の世界には東欧の女性が多い。東欧の女性が増えてくれば、この分野で働

こうとするドイツ人は、あっという間にいなくなる。こうして、ドイツ人が就くことのな

い職業が一つ増え、労働条件は改善されないままになる。結局、ドイツ人の失業者がさら

に増えるという悪循環に陥っていく。・・・。 
 

安倍首相は、外国人移民問題について、「外国から移民を受け入れるのではなく、高度な能力や

資質を有する外国人に日本で働いてもらうだけ」という。 

ドイツの例を挙げるまでもなく、日本の外国人労働者受け入れには、疑問がある。欧州のように、言語・

風俗・思考体系・宗教を異にする国家から人々を受け入れた場合どうなるかは、ドイツの例だけを見ただ

けでもすぐその問題点がわかる。 

 日本政府は、教育でもなんでも、欧米で失敗した政策を、失敗したということが判っているにもかかわ

らず、それを無視して後追いばかりしている。移民政策も同じだ。国民が大人しいことを利用して、箱物

ばかり作ったり、敵性国家に税金をジャブジャブ貢いだり情けない限りだ。 

 

日本には素晴らしいところが沢山ある。人々の行動や思考の基本に思いやりが潜んでい

るのが、とりわけ素晴らしい。自信をなくす必要など全くない。 
私たちは、私たちの価値観を捨てず、独立独歩、静かに成熟した国家を作っていけばよ

いと著者は言う。その通りだ！ 
 

2014．6．6 
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